
第 91号 ね りまの文化財 平成 26年 (2014)4月

お
り
ま

２
月

１２
日
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に

基
づ

い
て
、
新
た
に

「
草
摺
引
図
絵
馬
」
、

「
ア

ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
撮
影
台
」
、

「
文
明
十

七
年
の
月
待
板
碑
」
な
ど
６
件
を
登
録
文
化

財
と
し
ま
し
た
ｃ

指
定

・
登
録
文
化
財
は
、
学
識
経
験
者
で

構
成
さ
れ
る
区
の
文
化
財
保
護
審
議
会

の

答
申
に
基
づ
き
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
教

育
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
区
の
登
録
文
化
財
は
、
有
形

文
化
財

‐１０
件
、
無
形
文
化
財
１
件
、
有
形
民

俗
文
化
財

４４
件
、
無
形
民
俗
文
化
財

２３
件
、

史
跡

１３
件
、
名
勝
１
件
、
天
然
記
念
物

Ｈ
件

の
合
計

２０３
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、

と
く
に
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
指
定

文
化
財
は

４４
件
で
す
ｃ

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
先
人
た

ち
が
築
き
、
守
り
伝
え
て
き
た
か
け
が
え
の

な
い
遺
産
で
す
。
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
文
化
の
創
造
に
不
可
欠
な
文
化
財
の
保
護

と
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

丸
山
東
遺
跡
出
土
の

片
口
土
器

（登
録
有
形
文
化
財
）

〈
所
在
〉
石
神
井
町
５
１
‐２
‐
‐６

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

丸
山
東
遺
跡

（大
泉
町
三
丁
目
）
の
発
掘

調
査

で
出
上
し
た
縄
文
時
代
前
期

の
関
山

式
上
器
で
す
ｃ
ほ
ぼ
完
形
で
、
口
径
は

躙

印
、

高
さ
は

幅

帥
で
す
。

口
縁
部
の

一
方
に
注

ぎ
口
が

つ
く
片
口
上
器
で
、
複
雑
な
縄
文
が

施
さ
れ
ま
す
ｃ

く

さ

す

り

び

き

ず（登
録
有

形
文
化
財
）

〈
所
在
〉
氷
川
台
４
１
４７

氷
川
神
社

江
戸
時
代
に
鳥
居
派
の
絵
師
が
制
作
し

た
と
推
定
さ
れ
る
縦
』
ｃｍ
、
横
岬
ｃｍ
の
大

き
な
役
者
絵
馬
で
す
。
歌
舞
伎
の

「草
摺
引
」

の
場
面

（小
林
朝
比
奈
が
曽
我
五
郎
の
草
招

を

つ
か
む
様
子
）
が
描
か
れ
ま
す
。
全
体
的

に
絵
具
が
剥
落
し
て
い
ま
す
が
、
鳥
居
派
独

特
の
手
足
を
誇
張
し
た
瓢
箪
足

・
虹
矧
描
の

表
現
に
は
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

森
田

家
資
料

（登
録
有
形
文
化
財
）

〈
所
在
〉
石
神
井
町
５
１
‐２
‐
‐６

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

区
内
で
医
院
を
営
む
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
書
籍

・
帳
面
な
ど
の
資
料

３‐７
点
で
す
。
江

戸
時
代
か
ら
明
治
期
ま
で
の
医
学
書

・
教
養

書
が
ま
と
ま

っ
て
残

っ
て
い
ま
す
。

医
学
書
に
は
付
箋
や
書
き
込
み
が
多
く

み
ら
れ
、
医
学
に
関
す
る
講
義
等
を
筆
記
し

た
帳
面
類
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

医
術
を
学
び
、
医
療
に
従
事
し
て
い
た
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
６
ペ
ー
ジ

ヘ
続
く
】

平
成

２５
年
度
新
規
の
登
録
文
化
財

招
引
図
絵
馬

左 :小林朝比奈 右 :曽 我五郎

練 馬 区

地 域 文 化 部
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練
馬
区
指
定
文
化
財

一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財

一
覧

（
有

形

文

化
財
）

_,_
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全
乗

院
御

朱

印

状

原
家

薬

医
門

の
か
ん

か
ん
地
蔵

関 小
美
濃

英

男
家

文
書

本
寿
院

の
み
く

じ
道

具

丸 千 閣
山 川 魔

・
十

王
像

と
檀
撃

憧

家

文
書

東
遺
跡

出

土

の
木
製

品

石
腫

七

面
六
観
音
勢

至
道

長
命

寺

の
梵
鐘

三
宝

寺

の
梵

鐘

妙
福

寺

の
梵
鐘

し

つ

井

――
家

文
書

井

国
家

文
書

井

国
家

文
書

長
享

二
年

の
申

待
板

碑

練

馬
東

小
学
校

の

フ
ジ

御

府
内

序
村
方

町
聖
観

計
庄

1象  1日

言己

鶴 イ(宵 :

υ)1 鳥
絆「 神 氏

社 奉

言 詢¬
卜, t′ ,

塚 石
J登

青E

下 
「

千束 千束
喝 1与

Ｆ
（

―‐
‐‐

ェ
日
〓

目
一
■
（

富

士

塚

妙
福

寺

え
吉

尾
崎

遺
跡

出
土

品

春 長 服
ロ イ蔵 吉:

‖丁 ,午  主ト
出 千二 蔵
ll li本
ノ)II号 納

tノ )

f:

上

1象

章

形

li

北
条

氏
康

印

判

状

町

円
家

文
書

中
里

め
富

十
塚

太
へ
車

南 小
蔵 鳥

院 家
fi丈
十奏 1等

ド号

名

称

平
成

８
年
度

目

“

 ユ■
和 成

63 2
年 年

度 度

平
成

７
年
度

平
成

７
年
度

昭
和

６３
年
度

平
成

９
年
度

平
成

８
年
度

昭
和

ビ
年
度

昭
和

ｍ
年
度

昭
和

６‐
年
度

昭
和

配
年
度

平
成

５
年
度

平
成

６
年
度

平
成

７
年
度

昭
和

６‐
年
度

平
成

６
年
度

平
成

３
年
度

昭
和

祀
年
度

｀
十二 ユ+` 日高
成 成 和

4 2 62
年 年 年

度 度 度

14]7
成 成

３
年

度

元

年

度

平

成

元

年

度

平
成

３

年

度

‖1:11日留
ルt l支  「||

」

年

度

圧

年

に
く

几

午

薩
ス

日ど 日吉 日占 日g

f日  千日 下ll 千日

63 61 tD3 61

年 午 年 年
11iti lt ,電 り支

昭
和

配
年
度

昭
和

“
年
度

登
録

年
度

21 21 lり l 15 ll

ll 13 42 11 」り10 38 36

小
竹
遺

跡

出
十

の
大

珠

丸

山
束
遺

跡

出
―‐
の
石
俸

愛
染

院

文
書

中
宮

遺
跡

５
号
住

居

Ｊ‥―上

の
需

土

状
遺

構

出
――
品

内

国
家

の
屋

敷

旧
内

国
家

住

宅

林

伸
興
渡
御

行

列

図
絵

馬

井

頭

t/)

―ャ
ート

ギ

伊
賀

衆
本

仙

の
代

盤

・
■
サ
‐‐
―

平

成

16

年

度

平

成

■
年

度

半

成

年

度

成

8

年
一十
ｋ

‖ 平
成

３

年

度

平
成

Ю
年

度

平
成

Ｅ
年
度

平
成

元
年
度

昭
和

“
年
度

平成 元年度 日どl日 6131三 ,1[ H占 1日 621「

'I
H「イF「 61(IJt

20 19 18 17 16 15 11 13 12 111098 765 4 2 1 NIJ

長
命

寺

仁

王
門

加
藤

家

文
書

妙
福

寺

文
書

春

日
町
出
土

の

高

野
台

３
１

‐０

　

　

長
命

寺

土
支

田

４
丁
目

　

　

個

人

南

大
泉

５
１

６
　

　

妙
福

寺

ふ
る
さ

と
文

化
館

壺
形
土
器

南

蔵

院
鐘
楼

門

氷

川
神
社

ｔ／，
旧
拝

殿

榎
本
家

長

峰
門

氷

川
神
社

の
よ

盤

角
柱

型

水

盤

閣
魔

・
十

王
像

と
檀

氷
川
神
社

の
拍
人

町

田
家

文
書

伊
賀

衆
奉

納

の
水

盤

中

村

１
１

昴

豊

Ｉ
南

２
１

‐５

南

円
中

４

丁

目

石
神

井

台

１
１

水

川

台

４
１

４７

太

泉

町

６
１

２４

氷

川

台

４
１

４７

東

大

泉

７

丁

目

大

泉

町

５
１

応

撃
憧

・
鳥
居

18

71く 個 氷 教 氷 氷 個 氷 南
川 人 川 学 川 川 人 川 蔵
ネ申    ネ申 「完 ネ申 ネ申    ネ申 院
社  社  社 社  社

小 妙 11ヌて  7「 景 服

島 福 だ1:蝶   帷 |げら 川:

家 寺 丸 々  L氏 ｀
lt

文 (′ )・ 耐1  前1 4t i板

書 篭 1ヽ 輪  六 十]■
撞 跳 1l tll″ ‐

1

1κ l  l争己     IF  ttf  ′
,

十会 |¬    与)111 11
147 千」l   i」 青薔 li

]サ ]

fヒ  6 10 10      1
館        18

吸^鳴

一日
松

３
１

Ю

石
神

井

台

１

中

村

３
１

Ｈ

高

野

台

３
１

高

野

台

３
１

南

大

泉

５
１

ふ

る

さ

と

文

御
嶽

神
社

氷

川
神
社

良

弁

塚

管

理
者
）

南

蔵

長
命

寺

長
命

寺

妙
福

寺

個

人

む
几

*lJヒ  11:
1:条  i三 綺

享 氏 十 午

吋モ || ′′

1留 鮭:暦

|li ll〔

行

板

碑

尚̈
野
台

３
１

‐０
　
　
　
長
命

寺

石
神

井
台

１
１

５

　

一千
上
寺

石
神

井
台

１
１

“

　

一追
場
寺

（
欠
番
）

名

称

所
在

地

所
有
者

等



平成 9年度 平成 8年度 平 成 7年 厚 平成 6年度 平成 5年度 4 半成 3年度 平成 2年度 死

62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25

氷
川
神
社

の
神

輿

本
寿
院

の
賽

銭
箱

明
雙

宗
普

の
墨
跡

千
川
家

文
書

氷

川
神
社

本

寿
院

廣
徳

寺

豊

玉
南

２
１

１５

早
宮

２
１

２６

桜

台

６
１

２０

ふ
る
さ

と
文

化
館

西
大

泉

の
稲

荷
神

社

本

殿

阿
弥

陀
寺

の
伏

せ
鉦

金
乗
院
御
朱

印

状

丸
山
東
遺
跡

出
土

の
本
製

品

規
中
宮

遺

跡

５
号
住

居
址

の

西
大

泉

５
１

１

　

　

稲

荷
神
社

練

馬

１
１

４４
　

　

　

阿
弥
陀
寺

錦

２
１

４
　

　

　

　

金

乗
院

ふ
る
さ

と
文

化
館

盛
土
状
遺
構

出
土

品

　

メか
る
さ

と
文

化
館

三
宝
寺

山

門

井

国
家

文
書

小
美
濃

英

男
家

文
書

高
稲

荷
遺
跡

出
土

の
旧
石
器

石
神

井
台

１
１

１５

　

一二
宝

寺

関

町
南

４
丁
目

　

　

個

人

大
泉

学

園

町

２
丁
目

個

人

ふ
る
さ

と
文

化
館

相
原

正
太
郎
家

住
宅

石
製

絵

馬

井

国
家

文
書

武
蔵
関
遺
跡
出
上

の
大
型
槍
先
形
石
器

個

人

稲

荷

神

社

個

人

春

日
町

５
丁
目

南

田
中

５
１

‐４

関

町
北

２
丁
目

ふ
る
さ

と
文

化
館

Lヒ 井 ナ曽

θ)

1日

石

器

ふ 関 谷

る 町
‐
り京

島
家

薬

医
門

国
家

文
書

丘
尼
橋
遺

跡

出

土

３
丁
目

北

２
丁
目

さ

と
文

化
館

個 個
人 人

荘
家

文
書

ふ
る
さ

と
文

化
館

　

個

人

Ft御 阿 土 紙 絹 紙 下 官

町 台 1田 66612
5 1    ■

丁 41    2(〕 」(J " 25 3
12 目   」S

尾

田
橋

敷

石
供
養

塔

練

馬

の
大

山
道

道

標

本
着
色

以

天
宗
清

像

本
着
色

明
盟
宗

普

像

本
墨

画
淡

彩

希
曳

宗

年
像

支

田
八
幡
宮

の
半
鐘

弥
陀
寺

の
半
鐘

府
内

井
村

方

旧
記

崎
遺

跡

出
土

品

高

な

北

町

桜

台

桜

台

桜

台

上

支

練

馬

平

和

春

日

地
先

地
先

（
管

理
者
）

練

馬

区

練

馬

区

廣

徳

寺

冒
徳

寺

廣

徳
■

ｔ
支

田
―、
幡
宮

阿
弥

陀
寺

個

人

春

日
小
学
校

崎
遺
跡

資

料

展

示
室

相
原
家

薬

医

門

横
山
家

文
書

新
井
家

文
書

縄
文
時

代

の
竹

カ

金
銅
製

飾

具

尾
張
殿
鷹

場
碑

田
柄

５
Ｆ

目

高

野
台

１
丁
目

桜

台

３
丁

目

ふ
る
さ

と
文

化
館

ふ
ろ
き

と
文

化
館

ふ
る
さ

と
文

化
館

1同 ILll l同 (固

ノ、  ノ、  ノ、

太

＊
旧
震

災
復

興
仮

設
住

宅

尾
張

殿
鷹

場

碑

平
成

Ｈ
年
度
移
転
に
よ
り
登
録
解
除

）

泉
町

３
１

‐６
　
　
　
大

泉
第

一
小
学
校

平成 19年 度 平成 18年 度 半 成 17年 け 平成 16年 度 平i15=貢 二 illi三 l」 平式ll年 度 平成 10年度

98 97 96 95 91    93 92 91 90 89 88    87 86 85 84 83 8] 81 80 79 78 1 76 75 74 6S t17 66 65    64 63

篠

家

文
書

小

野
蘭

墓

お

よ

|||

び
墓

誌

桜
台

２

練

馬

４

個

人

迎

接
院

1丁
27 目

旧
内

国
家

住

宅

人
幡
神
社

の
水

盤

十

一
面
観
音

懸

仏

光
伝

寺

の
地

蔵
菩
薩

お
よ

び

下
練

馬

の
三
十

三
所

贅
染

院

文
書

大
泉
井
頭
遺
跡

出
土

有

神
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（
石
神

井
町

５
１

‐２
‐

‐６

）

※

９
時
～

‐８
時

開
館

※
毎

週

月
曜

日
体

館

　

８

０
３

（
３
９
９
６

）
４

０
６
０

（
史
跡
）

料
墓
誌
を
追
加
し
名
称
変
更

・
有
形
文
化
財
Ｎ‐，
９８

へ
種
別
変
更
の
た
め
久
番

（
名
勝
）

（
天
然

記
念

物
）
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観
蔵

院
σ )

筆

子
由
†

南

田

中
４

１

１５

観

蔵

院

園
浄
法
師

塚

春

日

町

5

|

糸東

馬

区

千可

野
鎮

平
筆

子
碑

柄
用
水
跡

石 春
ネ申 日

町

３
１

２

井
台

８
１

ｈ

け

や
き

寿

福

寺

田

憩

t｀

t/)

森

　
練

馬

区

十

り||

家
′)

墓

北

町

２
１

１８

阿
弥
陀

堂

・
個

人

田
柄

用
水

記
念

碑

田
柄

４
１

２７

天
祖

神
社

旧
太
泉
村
役
場
跡

大
泉

学

園

町

２
１

２

大

泉
中
島

公
園
　
練

馬

区

東

高

野
山

小
野
蘭

水ヽ
道

雲

崎
遺
跡

淵
遺
跡

原
遺
跡

墓些量
院

高

野
台

３
１

１０

　

　

長
命

寺

（
欠
番
）

練

馬

４
１

２７
　

　

　

受

用

院

・
個

人

春

日

町

５
１

１２
　

　

練

馬

区

石
神

井

町

５
１

１３
　

練

馬

区

氷

川
台

１
１

７城

北
中

央

公
園
　
東
京

都

関

町
南

２

～

４
丁
目
他
　

東

京
都

来 池 Ft池 *4

tノ )

辱

穴

住

居

i亦

千

」:

『I

名

称

所
在
地

所
有
者
等

8

1 N0

篠
野
記
念

庭

園

東
大

泉

６
１

３４

練

馬

区

名

称

所
在
地

所
有

者
等

17 平成 3年度 平成元年度
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金
乗
院

の
大

イ
チ

ョ
ウ

錦

２

１

４

金
乗
院

井

国
家

の
屋
敷

林

立

野

町

個

人

土
支

田
人
幡
宮

の
社

叢

土
支

田

４
１

２８

土
支

田
八
幡
宮

開
進

第

一
小
学

校

の
ク

ス
ノ
キ

早
宮

２
１

１

開
進
第

一
小
学
校

光
伝

寺

の

コ
ウ

ヤ

マ
キ

氷
川
台

３
１

２４

光
伝

寺

練

馬

東

Jヽ

学

校
′)

フ

レ/

春

日

町

1

|

練

馬
東

小
学
校

人

の
釜

の
湧
き
水

内

田
家

の
屋
敷
林

東
大
泉

２
１

２７

　

　

人

の
釜
憩

い

の
森

（
所
有

者
）
　

個

人

早
宮

３
丁
目

　

　

　

個

人

井
頭

の
ヤ
ナ
ギ

カ
タ
ク
リ
群
落

東
大

泉

７
１

３４

大
泉

町

１
１

６

大
泉

井

頭

公

園

清
水
山
憩

い
の
森
　
練
馬
区

練
馬
白

山
神

社
θ)

大

ケ

ヤ

キ

練

馬

４
１

２

，日

|||

ネ申

社

名

称

所
在
地

所
有
者
等

-5-
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【
１
ベ
ー
ジ
か
ら
続
く
】

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
台

（登
録
有
形
文
化
財
）

〈
所
在
〉
石
神
井
町

５
１
‐２
‐
‐６

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

昭
和

３４
年

（
一
九
五
九
）
か
ら
平
成

９
年

頃
ま

で
東

映

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
株
式
会
社

（当
初
は
東
映
動
画
株
式
会
社
）
で
使
用
さ

れ
た
国
内

に
残
る
数
少
な

い
ア

ニ
メ
ー
シ

ョ

ン
専
用

の

マ
ル
チ
ブ

レ
ー

ン
撮
影
台
で
す

高
さ
は

』

ｍ
、
幅

別

ｍ
、
奥
行
き

輌

ｍ

で
す
．
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
遠
近
感
の
効
果

を
も
た
せ
る
た
め
に
多
段
式
遠
隔
装
置
が
付

い
て
お
り
、
線
画
台
、
遮
光
板
、
配
電
盤
な

ど
の
付
属
品
も

一
式
残

っ
て
い
ま
す
。

昭
和

３５
年
公
開
の

『
西
遊
記
』
な
ど
数
多

く
の
作
品
の
撮
影
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
ｃ

文
明
十
七
年
の
月
待
板
碑

（登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

〈
所
在
〉
錦

１
１
１９
‐
２５

円
明
院

文
明

１７
年

（
一
四
人
五
）
に
月
待
供
養

の

た
め
に
造
立
さ
れ
た
板
碑

で
す

．
緑
泥
片
岩

製
、
ほ
ぼ
完
形
で
ゴ
局
さ
は
「
ｍ
、幅
昴
印
、

厚
さ
は
』
ｍ
で
す
．
阿
弥
陀
〓．尊
を
表
十

梵
宇

３
宇

や
日

・
月
、
僧
俗
５
，
、
力
名
前
た

ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
十

月
待
と
は
、
二
十
三
夜
な
ど

力
決
ま

っ
た

月
齢

の
夜

に
人

々
が
集
ｔ
「
月
を
■
む
習
俗

の
こ
と
で
す

、か

ん

　

き

文
亀
元
年
の
月
待
板
碑

（登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

〈所
在
〉
錦
１
‐
１９
‐
２５

円
明
院

文
亀

元
年

（
一
五
〇

一
）
に
月
待
供
養

の

た
め
に
造
立
さ
れ
た
板
碑

で
す

）^
緑
泥
片
岩

製
、
上
部

・
下
部
が
欠
損

し
て
お
り
、
現
状

の
高
ヽ
は
幅
ｍ
、幅
晰
印
、厚
さ
悧
「
で

す

三
一百
六
足

（仏
前

に
供
え
る
香
炉

・
華
瓶

・

燭
台

の

一
揃
い
）
の
図
像
や
、
僧
俗
７
人
の

名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
ｔ

|11

な
お
、
今
回
登
録

し
た

「丸
山
東
遺
跡
出

Ｌ

の
片

口
上
器
」
、

「森

田
家
資
料

一
カ

．
二
、

「文
明
十
七
年

の
月
待
板
碑
」
な
ど
を
石
神

井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

で
展
示
し
て
い
ま

す

の
で
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い

〈
展
示
期
間
〉

５
月

１６

日

（金
）
ま

で

※
休
館
日
は
月
曜
日

（但
し
、
月
曜

日
が

祝
休
日
の
と
き
は
そ

の
翌
日
）

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

石
神
井
町
５
１
”
１
１６

千畢
語
０
３
１
３
９
９
６
１
４
０
６
０

文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
時

に
は
、
所
有
者

や

周
囲

の
方

々
の
迷
惑

と
な

ら
な

い
よ
う
ご

配
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
非
公
開

の
文
化
財

も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

拓 本

桜
台

５
１
３‐
所
在

の
石
造
物

の
寄
贈
を
う

け
、

２
月
に
区
立
高
稲
荷
公
園

（桜
台

６
１

４０
）

へ
移
設
し
ま
し
た
し

石
造
物
は
、
正
面

の
中
央
に
青
面
金
剛
立

像
が
浮
彫
り
さ
れ
、
上
部

に
日

・
月
が
刻
ま

れ
る
庚
申
塔

で
す

。
刻
ま
れ
た
文
字

に
よ
る

と
、
元
禄

２
年

（
Ｉ
（
人
九
）
２
月

１７

日
に

地
域

の
８
人
が
庚
申
待

の
成
就
を
記
念
し
造

立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

）

高
さ
は

‐４３

ｃｍ
ヽ
幅
は

４３

ｃｍ
の
駒
型

の
庚

申
塔

で
す
ｔ
駒
型
は
区
内

で
多
く
み
ら
れ
る

典
型
的
な
も

の
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
古

い
も

の
で
す

´
か

つ
て
旧
道

の
辻

（桜
台

５

４３
）
に
所
在

し
ま
し
た
こ

６０

日
に

一
度

巡

っ
て
く
る
庚
申

の
日

の

夜
は
、
人
が
眠
る
と
体
内
か
ら
三
層

の
虫
が

抜
け
出

て
、
天
帝

に
そ
の
人
の
罪
を
報
告

し

寿
命
を
縮
め
る
と

い
う
教
え
が
あ
り
ま
し
た
ｃ

庚
申
待
は
、

こ
れ
を
防
ご
う
と

一
晩
眠
ら
ず

に
過
ご
す

こ
と
で
、
区
内

で
も
各
所
で
人

々

が
講
を
結
び
、
当
日
の
晩
に

一
堂

に
会

し
て

夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
区
内

に
は
現
在

‐３０
基

余
り
の
庚
申
塔
が
残

っ
て
い
ま
す
。

縫
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